キョウイク リッコク エノ ブラジル ノ ミチ by 桂, 正孝
‘ 
教 育立国へのブラジルの道
桂正孝
日伯教育シンポジウムは、今回 (1994年8月2日〉で七度目になった。クリチーバ市でのシンポ
の盛り上がりは、予想を超えるもので、 1，500人にのぼる参加者を集めた。
当日は、開催地を代表して、クリチーバ市の市長と教育長官、パラナ州教育長宮から歓迎の挨拶
があり、日本側の答礼の挨拶の後、さっそくシンポジウムが始まった。プログラムとしては、ブラ
ジル側から、サミエル・フロンネット博士〈サンパウロ州立大学名誉教授・パウリスタ教育アカデ
ミー会長〉の「教育におけるリエンジニアリングJ、オリオビスト・ギマラエス理事長〈ポリチー
ボ財団〉の「日本の教育、ブラジルの教育Jの二つの報告が行われた。日本側からは、杉山明男博
士〈神戸大学名誉教授〉の「日本の教育の現状と課題J、板東慧教授〈大阪産業大学〉の「経済発
展と教育j、近藤靖彦教育次長〈兵庫県〉の「兵庫の教育J、私の「当面する日本の教育改革の課
題jの四つの報告が行われた。日本側の報告に対して、 1日ではさばききれないほどの質問が出さ
れたが、日本の学校の清潔さと児童・生徒による清掃に感銘を受けたという発言が印象に残った。
また、クリチーバ市の環境政策と環境教育は、先進的な成果を上げているように思われた。
振り返れば、初めてのシンポは、 1988年6月、日本人ブラジル移民80周年祭を記念して、サンパ
ウロで開かれたのであった。前日のシンポの打ち合わせの際に配られた資料ファイルの表紙に「第
1回Jと印刷されているのに気づき、 fこれからもシンポを続けるつもりですかJと尋ねてしまっ
た。何となく、移民80周年祭のイベントだと思い込んでいたからであった。現地実行委員会の中心
におられた田村ワルテルさんが、ブラジル側としては、これからも、ぜ、ひ続けたいと願って、第 1
回と名づけたのだと説明されたことを、昨日のことのように鮮明に覚えている。
当時から、すでに、ブラジル側の教育関係者は、日本との教育交流に強い関心を抱いていたので
あろう。
言うまでもなく、日系人は、ブラジルの全人口の1%にも満たないのに、大学進学者の10%を超
えるほどの教育熱心な民族であり、産業界や政界にも進出し、ブラジル社会の近代化に貢献してい
ることは、日系人以外からも高く評価されるようになっていた。
さらに、 1970年代前半の「ブラジルの奇跡Jと呼ばれた高度成長の時代に、日本からの企業進出
が相次ぎ、 「経済大国jの日本がブラジル社会に大きな影響を及ぼしていたことも、関心を集める
理由としてあげられよう。
だが、今日のようなブラジル側の教育交流への情熱は、 「失われた80年代Jと呼ばれるようにな
った、対外債務問題を抱え、深刻きわまる超インフレと不況、失業に悩まされる政治経済体制の破
綻からの脱出意欲にその源泉があるといえるのではないか。 15万人にのぼる日系人の日本への出稼
? ? • 
， 
ぎを含めて、 「日本体験jから、経済発展を国民生活の向上には、学校や教育の役割がきわめて大
きいことを学んだに相違ない。
教育交流の始まった頃は、お互いに相手国の社会・文化と風土、学校と教育の実態と歴史につい
て、認識不足であったが故に、討論がかみ合わない状況が随所にみられた。私自身、ブラ ジルの国
情についてまったく無知であり、移民族社会について、 ーから学習を始める始末であった。
教育交流を重ねるにつれて、かつてのように、ブラ ジルを 「資源大国J i未来の国J i若い国J
といった楽観的なイメージだけでと らえることがし、かに非現実的であるかということもわかってき
た。今なお農地解放がなされず、長きにわたった奴隷制や植民地体制の後遺症に悩まされているこ
とも推察できるようになった。
もちろん、希望はある。懸案のインフレも、新しい大統領の経済政策の転換によって、おさまり
つつあるという。1988年頃の義務教育卒業率は20%であったが、近年26%に達したそうだ。日本と
対照的な「おおらかさJの心を持って、初等教育 〈義務教育〉の普及に努力することが、迂遠なよ
うであるが、問題解決への近道であろう。従来の高等教育偏重政策だけでは、階層格差の拡大、中
産階級の没落は妨げず、都市問題の深刻化はますばかりであろう。最後に、ブラ ジルとの教育交流
が、日本の教育の光と影を映し出してくれる鏡の役割を果たしていることも忘れてはなるまい。
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